
～ 実りの秋、「実る」と「稔る」 ～ 

すっかり秋めいて、お庭の花々も彩豊かになってきました。学校では保護者

の皆様、地域の皆さまの見守り、ご協力のもと、ミニ運動会、就学時健診を無

事に終えることができました。また子どもたちが楽しみにしていた秋の遠足は

雨で、実施できた学年は無事に帰校することができました。残念ながら実施

できなかった学年は、内容を変更して１１月にそれぞれの学年で実施する予定です。 

今年の夏も酷暑、猛暑と言われるほどの暑さでした。５月下旬に「学校の新しい生活様式」とし

て新型コロナウイルス感染症の感染拡大の対策と予防について示されてから半年が過ぎようと

しています。マスクを着けて手洗い消毒、それが日常の一部になり、夏を乗り切り、ようやく「実りの

秋」を感じることのできる今日この頃です。体に残った疲れを、過ごしやすい気候の中、十分な睡

眠をとることで癒していく時期でもあります。癒されるとともに、色々なことに挑戦したり、気持ちが

さらに前向きになる季節です。心地よさに油断せず、気温差などに注意して上着などをうまく調

整して健康には気を付けたいものです。 

「実りの秋」を辞書で調べると、「穀物や果実などの収穫が多くなる季節を表す言葉」と書かれ

ています。そういう意味もあってか、辞書や地域によっては「実り」ではなく、穀物を表す禾（のぎ）

へんがついた漢字である「稔」を使って、「稔りの秋」と表記されることもあるようです。気候も穏や

かなうえ、春から夏にかけて育ってきたさまざまな作物や穀物が収穫されることで、四季の中で

も満ち足りて豊かな季節であるからだと考えられます。秋は冬が来るまでの季節。これからやって

くる寒く厳しい冬を乗り越えるためにも、「実りの秋」は大切な季節なのです。 

「稔るほど頭
こうべ

を垂れる稲穂かな」という有名なことわざがあります。人の成長をその句に重ねて

「学徳が深まると、かえって他人に対して謙虚になる。」、「人は偉くなればなるほど、頭が低くなる。

周りの人に感謝ができるようになる。」というような例えで使われます。 

子どもたちも稔って大人になっていくのですね。どんな実をつけるのでしょうか。楽しみです。 

～ 防災の日 ～ 
さて、今年も１１月５日（木）「世界津波の日」に避難訓

練を行います。自然災害は、このコロナ禍の収束を待ってい

てはくれません。いざという時のために「命を守る訓練」で

す。津波避難三原則の１つ目は「想定にとらわれるな」で

す。「想定」とは東日本大震災の時、岩手県釜石市で痛ま

しい事態が起こってしまったことからの教えです。 

ハザードマップで色がついているところと、ついていないと

ころを界に、色がついていない津波が来ないはずだったところで多くの犠牲者が出たのです。大

槌湾周辺では犠牲者のうち８４％がハザードマップで色がついていない「浸水想定域外」で犠

牲になりました。自然現象は何が起きるか「予想」することはできても、次に何が起きるかは今

の技術ではわかりません。今までは大丈夫だったかもしれませんが、次も大丈夫という保証はど

こにもないのです。だからこそ、恐れているだけでなく、毎年、避難訓練をしっかりしておきましょう。 

学校での避難訓練に伴い、再度ご家庭でも、いざというときにそれぞれの場所から避難した

後、どこで落ち合うのかなど、子どもたちともお話しいただき、「防災意識を忘れない」、そんな機

会になることを願っています。                    （教頭 田中 穂積） 
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